
実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策
・生成AIの活用が基盤となる将来に向けて、自ら学び、考え、主体性を
持って学習、行動できる力

（１）探求のプロセスを軸とした生成AIの活用事例を共有化し、教員全体の指導スキルの平準化を図
る研修の実施等。【各学期１回程度】
（２）語彙力を養うため、全校を挙げて読書環境を整備する。（毎日の朝読書】
（３）道徳や学活、行事等の場面において、他者と良好な関係を築くための具体的なスキルを意識的
に指導する。【各学期人間関係プログラム等】

⇓

評価（※）

B

（変更なし）

学力向上策の
実施状況

学力向上策（１）（２）（３）について実施することができている。
（１）については、学期中のみでなく夏季休業中にも研修を実施していく。また、（２）
では今年度より毎日の朝読書の時間を設け、生徒たちも意欲的に取り組む様子が
見られる。

⇓

③

学力向上策の
見直し

中間評価さいたま市学習状況調査結果の分析④

特徴的な結果

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

評価（※）

今年度の成果と
次年度の課題

⑤

⇓

年度末評価

学力向上策の
実施状況 特徴的な結果

国語の「目的や場面に応じて、集めた材料を整理し伝え合う内容を検討することができるかどうか見
る」問題や「語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味をとらえることができるかどうかみる」問題
に課題が見られた。数学の「与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができる
かどうかみる」に課題が見られた。また、領域的にみると数学の「データの活用」の領域で正答率が悪
い傾向が見られた。

全国学力・学習状況調査結果の分析②

結果から考えられる
児童生徒の実態

「知識・理解」では各教科とも、基礎的な知識や定型的な計算といった基本的な設問においては全国・
市の平均と同等以上の正答率を示している。「思考・判断・表現」においては複数の資料や文章から必
要な情報を抽出・比較して統合する問題、条件に合わせて根拠を明確にしながら自身の言葉で記述す
る問題、数学的・論理的に捉え直して説明する問題においては、全国・市の平均と比較して課題が見
られた。

⇓

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


